















― 0，1，2 歳児の親子の遊びを中心に ― 
A study on childcare support for the mutual 
growth of parent and child: Focusing on 
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夫の育児時間は，1 日平均約 30 分程度しかなく，家事の時間を加えても，1 日平
均 1 時間程度であり，欧米諸国と比べて 3 分の 1 程度である。この傾向は，『平成
28 年度社会生活基本調査』（総務省，2016）6を見ても，育児・家事時間は 1 日平















































与していること」20を示した。又，野口ら（2015）は，「2007 年の調査では 35 歳











































































































2011 年 1 月から 5 月まで，1 対 1 の半構造化面接を行った。毎月末実施する保護者
会で，「幼稚園の『子育て支援（子育て相談・未就園児保育・預かり保育）』を実際
に利用する側の声を聞かせて欲しい」と言う趣旨を伝え，同意の得られた母親に対し，
面接日を決め，幼稚園の PTA 室で 1 名ずつ聞き取りを行った。 





表 1-2-1 インタビュー対象者の属性 
母親 父親 子育て相談
年齢 年齢 経験
1 40代 40代 3(12歳・10歳・6歳) 　有 　有 有(下は数回） 　有
2 30代 30代 1(2歳) 　有 　　無 有 　　　無
3 30代 20代 1(2歳) 　有 　有 有 　　　無
4 40代 40代 1(2歳) 　　　　無 　　無 有 　　　無
5 30代 40代 2(9歳・6歳） 　　　無 　有 有(入園前1回） 　有
6 40代 40代 3(13歳・9歳・6歳） 　有 　　無 無(児童館） 　有
7 30代 30代 3(10歳・8歳・6歳） 　有 　　無 有（末子のみ） 　有
8 30代 30代 1(5歳） 　有 　有 無(転居前は有） 　有
9 30代 40代 2(8歳・5歳） 　有 　　無 有（長子入園前数回） 　有
10 40代 30代 3(11歳・8歳・5歳) 　有 　　無 有（数回） 　有
11 30代 30代 2(6歳・4歳） 　有 　有 有(長子のみ） 　有
12 30代 40代 2(6歳・4歳） 　　　無 　有 有（末子のみ） 　有





























































欄に記入した。1 つ 1 つの概念をカテゴリーにまとめたものが，表 1-2-3 である。対
極例のある概念は，比較の意味の両矢印を示す。他の概念についても概念間を比較検






述べる。   ≪凡 例≫ 
コアカテゴリー：＜太字＞    カテゴリー ：［太字］， 




表 1-2-3 インタビューから生成した概念と形成したコアカテゴリー 
 























































































































































































































































































































































































図 1-2-1  母親の意識の変容プロセスと取り巻く外的状況 
子育てし  
難い地域  



















































表 1-2-4  幼稚園の子育て相談と，他機関の子育て相談の比較 





相談の時間 いつでも相談できる 相談窓口に予約していく 









































 さらに，2014 年度(平成 26 年度)44には，後述する子ども・子育て支援新制度に
おける利用者支援事業との調整に伴い，事業類型は「一般型」と「連携型」に再編
した。子ども・子育て支援新制度は，2015 年（平成 27 年）4 月より施行され，子育
てを社会全体で支える体制整備をさらに進めるための制度である45。この流れの中で，
































































第 3 節 研究の方法と内容構成 
 
Ⅰ．本研究の目的と論文構成 
  本研究の目的は，0，1，2 歳児の主体的な遊びと子どもの遊びへの母親の関わり
から，子育ち親育ちを促す子育ての支援の在り方を提言することである。 
子ども・子育て支援新制度では，子どもの年齢と保育の必要性によって，認定が
異なる。表 1-3-1 に示したように，就学前の乳幼児は，この 4 つの枠の中に位置す
るが，保育の必要性のある子どもだけが認定を受ける形になる。汐見（2016）は，
「子ども・子育て支援新制度に残されている課題として，0，1，2 歳児で 3 号認定
されなかった人達には，保育と言う形の子育て支援を受ける権利が保障されないま
まになる問題が残った」56と指摘した。実際に，現在 3 号認定の保育を受けている




















































































第 3 章では，第 2 章で試みた親子の遊びを読み取るエピソード記録を用い，実際
に大学の子育て支援ルームにおいて，子育て支援者として親子の遊びを記録する。
収集した 0，1，2 歳児の親子の遊びのエピソード記録を分析し，観察された 0，1，
2 歳児の主体的な遊びの様相を明らかにする。引き続き，その遊びに母親がどのよ
うに関わっているか，母親の関わり行動を抽出し，比較検討する。 
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第 2 章 主体的な親子の遊びを読み取るためのエピソード記録 
 
 






である。第 3 節では，実証的研究として，0 歳児， 2 組の親子に試行的に導入した
エピソード記録を分析し検討する。 
 










































れているが，（１）おおむね 6 か月，（２）おおむね 6 か月から 1 歳 3 か月未満，（３）
おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満の項目の記述には，「遊び」と言う言葉は出現し
ない。（４）おおむね 2 歳の部分に，「象徴機能の発達により，大人と一緒に簡単な
ごっこ遊びを楽しめるようになる」と初めて「遊び」と言う言葉が記述されている。 















第 1 段階は，大人に遊んでもらう楽しさを知る，第 2 段階は，子ども達が，相手をし
                                                   
注1 保育所保育指針は，平成 29 年 3 月に改定され，項目が 7 項目に絞られた結果，ここで述べた第












































































































































































地域の学校区に 1 つの割合で設立されており，現在，保育所，幼稚園に次ぐ，第 3 の
利用者数を誇る政府認可の幼児教育機関である。2010 年現在，ニュージーランド 33


















2014 年 8 月 24 日から 30 日にかけて，筆者は，就学前教育カリキュラム研究開発
室注4の研究開発員の 1 人として，ニュージーランドの幼稚園や保育園，プレイセンタ






                                                   
注4 就学前教育カリキュラム研究開発室は，2014 年（平成 26 年）4 月 1 日から文部科学省特別経
費「高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実」事業の業務を行うために設置された。そし
て，ニュージーランドにおける就学前教育カリキュラムである Te Whãrki は，教育機関だけでは
なく，子育て支援センターでの活用も実施され効果をあげている。そこで，現地での活用状況を











































た。そして，目標とする学びの構えの 5 領域のうち 1 つ以上が，1 人の子どもの姿の
中に現れた場面を捉えた「スナップ写真」と共に，臨場感のある記録を継続的に積み
重ねていく。実際の場面では，子どもの物語は，写真，子どもの作品のコピー，子ど
                                                   






飯野（2009）によると，ラーニング・ストーリーは，A4 の紙を，図 2-2-1 のよう
に，左半分に Te Whãrki の 5 領域と M.Carr らが示した「学びの 5 要素」，右半分に















析するラーニング・レコードや 15 分おきに写真を撮り，1 つのセクションでどんな遊
びをするかを理解するタイム・サンプリングと言うトレーニングをするが，初めての 
親子には，バディの親が付き，1 学期間子どもの記録を書くそうである。Hillsborough 






















































                                                   
注6 和光学園への調査も，兵庫教育大学の就学前カリキュラム研究開発室が，文部科学省特別経費
「高度な専門職業人の養成や専門教育機能の充実」事業の一つ，「幼保一体化施設子育て支援モ
デルの構築」の一環として，2014 年 6 月 13 日に実施した。 
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ーリーとしてまとめるのは月 1 回程度だったので，月 1 回の来室時，遊びの記録を取
る枠組みに設定した。 
（1）対象者 育児休業中の母親と 0 歳児，2 組 
  A:37 歳・女性 B:7 か月・男児 家族状況：4 人家族（兄：5 歳・保育所に通所） 
  C:35 歳・女性 D:6 か月・女児 家族状況：4 人家族（姉：3 歳・春から幼稚園） 
・母親は，元大学院生で保育士資格を有し，親子で遊んだ経験のある友人同士 
 ・研究の主旨に賛同し，記録の開示についての同意を文書にて確認した。 
（2）実施回数（期間）：5 回（201X 年 11 月～201X＋1 年 3 月） 
時間：午前 10 時～11 時 30 分（12 月のみ午後 2 時から 3 時 30 分） 
（3）手順 





後，毎回の記録を綴じていく。2 頁目には，研究の目的は，①0 歳～3 歳の子どもの遊
びの中にある学びの姿を記録すること，②子どもの遊びの中の学びの姿が，母親の「我
が子への認識や関わり」に影響するかどうかを確認することであると記載しておいた。 

















録したのかを理解するためのポイントとして，先述した M.Carr の学びの構え49の 5


























 5 回の遊び場面から，１人 6 枚，計 12 枚の「エピソード記録」と母親 A・C，2 名
から 3 枚の家庭場面での「エピソード記録」を作成した。ここでは，第 1 回目の記録
として，D の記録（図 2-3-1）を，第 3 回目の記録として，B の記録（図 2-3-2）を例
示する。 
 母親 2 名の最後のアンケート内容は，表 2-3-1 にまとめる。 











表 2-3-1 最終のアンケート 


















































































































































































D の姉がしているままごとの食器，第 3 回「心ゆくまで絵本に没頭」は見知った車や























































 母親 A，C それぞれが，家庭の子どもの遊びを書いた「エピソード記録」のタイト
ルは，「お兄ちゃんを守る？」「視界が広がったよ」「振って鳴らして」である。書かれ
た「エピソード記録」を筆者と母親 A と母親 C の 3 人で回し読みし，それぞれにコメ
ントをつけて返した。母親 A の「エピソード記録」に対して，母親 C は「不安な時や
何かあった時には，必ずお母さんの元に行くのが，（家庭の）遊びの場面ではお兄ちゃ
んの存在が誰よりも近く興味のある存在なんですね」とルームでの B の様子を知って


































方や思いを分かり合う機会の 1 つにはなり得たようである。 
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第 3 章 0，1，2 歳児の主体的な親子の遊びと母親の関わりの様相 
 
 
第 2 章では，0 歳児親子の子育て支援ルームでの遊びを，ラーニング・ストーリー
を援用したエピソード記録としてまとめ，支援者と母親で読み返す実証研究を行った
（高畑，2016）1。そこから，0 歳児の主体的な遊びの変化と母親の遊びを見る視点の











































































H 大学の子育て支援ルームを利用して遊ぶ 0，1，2 歳児親子の事例のうち，筆者が，








 エピソード記録の質の担保と偏りを防ぐため，支援者を中心に週 1 回エピソード検
討会を開き，共通理解を図った。 
 エピソード記録は，子ども 1 人に 1 冊ずつ用意したポケットファイルに挟み，鍵付
き保管庫に収納し，母親が読んだりコメントを書いたりする際，支援者が出し入れす
る。子育て支援ルーム退室（入園や転勤等）時には，ファイルを持ち帰る。 
2016 年 3 月末現在の登録数は，474 名（男児 233 名，女児 241 名）である。1 日
当たりの利用は，平均 22 組（親子 49 名）である。 
以下に，エピソード記録の 1 つ（図 3-2-1）を例として示す。 
 




















































































造を明らかにする上で有用である。解析ソフトとして，KH Coder 2.x リファレンス











分析は，次の 2 段階で行った。 



























出語のうち名詞と動詞上位 10 語を，表 3-2-1-1, 表 3-2-1-2 に示した。 
 
0歳児
手 144 バギー 56 遊び 158
お姉ちゃん 52 お姉ちゃん 52 友達 128
ボール 50 ボール 50 声 68
目 42 表情 47 スタッフ 65
音 41 窓 44 積木 49
車 37 家 32 ボールプール 47
ハイハイ 25 滑り台 25 人形 44
お母さん達 23 ハイハイランド 20 絵本 39
滑り台 25 トンネル 19 車 37
オーボール 20 いないないばー 18 魚 32
0歳児 1歳児 2歳児
持つ 115 見る 181 言う 126
伸ばす 38 入る 79 持つ 115
立つ 25 出る 53 入れる 70
取る 67 行く 52 取る 67
見つける 45 見つける 45 出す 63
見せる 26 作る 42 置く 31
握る 22 乗せる 39 走る 27
振る 17 叩く 34 使う 27
見つめる 16 押す 31 読む 24








図 3-2-3 各年齢を特徴づける抽出語の共起ネットワーク 
②共起ネットワーク 
 次に，各年齢の遊びの全体的傾向を把握するため，図 3-2-3 には，出現数 70 前後を
目安に「共起ネットワーク」を示した（表示語数 42 語，表示共起関係 60，Jaccard
係数.409）。共起ネットワークでは，先ほどの出現回数の多い抽出語の関連を視覚的に
示し，年齢に特徴的な抽出語との関連を一目で理解することができる。 













0，1，2 歳児の遊びは，第 2 章で確認したように，「機能的遊び」の段階にある。そ
こで，言葉に着目するよりも感覚と運動に表現される「動き」の違いに表れると考え，
幼児の基本運動分類注9を参考に「動作としての動き」「探索的動き」「操作的動き」「他
者を意識した動き」の 4 つをコードにし，抽出した動詞のコーディングを行った。 
エピソードの中に，この 4 つの「動き」がどう関連し，年齢により変化するかを確
認するため，コーディング単位として文を選択し，集計単位は「年齢」とし，各年齢












* p＜.05 ，** p＜.01 
 
 









































 対象とした文の総数 258 716 786 1760   






























































































































①自分の身体の主人公として動く 0 歳児 
27 の 0 歳児のエピソード記録のうち「動作としての動き」の遊びは 14 事例あり，
































てやり，「面白いね」と 2 人で音の掛け合いを楽しんでいた。 
②何だろう，探索心の旺盛な 1 歳児 
65 の 1 歳児のエピソード記録のうち，「操作的動き」の遊びが 22 事例，窓つきハ
ウスやトンネル等での「探索的動き」が中心の遊びが 14 事例，「動作としての動き」







































③イメージと，もの，人との関係を操作する 2 歳児 
63 の 2 歳児のエピソード記録のうち，「他者を意識した動き」だけでなく，「他者と




































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
お母さん 247 変わる 13 つながり 7
子ども 241 遊べる 13 安全基地 7
遊び 121 離れる 13 改めて 7
自分 104 良い 13 感じ 7
思う 84 モデル 12 頑張る 7
見る 77 楽器 12 気 7
気持ち 44 自然 12 繰り返す 7
楽しい 37 周り 12 形 7
遊ぶ 35 動く 12 見える 7
一緒 31 目 12 見せる 7
真似 31 お母さん達 11 思える 7
友達 30 好き 11 手助け 7
手 29 考える 11 出す 7
様子 27 今 11 振り返る 7
姿 26 集中 11 身体 7
少し 25 お父さん 10 前 7
楽しむ 23 応じる 10 足 7
スタッフ 22 音 10 多い 7
声 22 見守り 10 大好き 7
見守る 20 子ども達 10 登る 7
興味 19 初めて 10 描く 7
言う 19 同士 10 優しい 7
歳 19 表情 10 おばあちゃん 6
時間 19 風 10 安心 6
持つ 18 雰囲気 10 家 6
二人 18 面白い 10 感覚 6
楽しめる 17 お姉ちゃん 9 関係 6
感じる 17 ルーム 9 玩具 6
女の子 17 意味 9 強い 6
大人 17 喜ぶ 9 兄弟 6
動き 17 言葉 9 向ける 6
違う 16 行動 9 広がる 6
関わる 16 視線 9 合わせる 6
場所 16 試す 9 今回 6
人 16 大丈夫 9 次 6
絵本 15 読む 9 示す 6
人形 15 難しい 9 十分 6
男の子 15 理解 9 心地よい 6
バギー 14 いないないばー 8 親子 6
意識 14 いろいろ 8 制止 6
思い 14 危ない 8 赤ちゃん 6
時期 14 嬉しい 8 窓 6
取る 14 合う 8 続く 6
上手 14 子ども自身 8 大きい 6
体験 14 子ども同士 8 大事 6
タイミング 13 小さい 8 追う 6
学生 13 生まれる 8 伝える 6
気づく 13 生活 8 入る 6
行く 13 分かる 8 認める 6
他 13 歩く 8 必要 6
表 3-3-1 0，1，2 歳児の母親関連の抽出語（150 語） 
（２）分析方法 
 155 のエピソード記録の中から，母親の関わり部分を示す 646 の文を切り分けた母
親エピソードを，第 2 節と同様に，樋口（2014）が開発した計量テキスト分析用のフ





































共起ネットワーク図 3-3-2（0 歳児：表示語数 60 語，表示共起関係 62，Jaccard 係数
0.35），図 3-3-3（1 歳児：表示語数 62 語，表示共起関係 73，Jaccard 係数 0.39）， 図
3-3-4（2 歳児：表示語数 64 語，表示共起関係 88，Jaccard 係数 0.44）を作成した。 
ここでは，出現数の多い語ほど大きい円で描画し，色は，濃い色ほど，それぞれの語
がネットワーク構造の中で，中心的な役割を果たしていることを示す。 









図 3-3-2 0 歳児の母親関連共起ネットワーク 
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図 3-3-3 1 歳児の母親関連共起ネットワーク 

























わって世話をしてくれる人を指す。その第 1 接面が，子どもと母親の関わり，第 2 接
面が母親を介して社会・文化の世界との関わりにあたる。つまり，共起ネットワーク
により示された母親と子どもの関連は，子育て支援ルームでの遊びの場面において，





 図 3-3-4 2 歳児の母親関連共起ネットワーク 
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No 抽出語 品詞 全体 共起 Jaccard No 抽出語 品詞 全体 共起 Jaccard No 抽出語 品詞 全体 共起 Jaccard
1 見守る タグ  10 (0.064)  7 (0.259) 0.2333 1 見る 動詞  44 (0.333)  28 (0.412) 0.3333 1 遊ぶ 動詞  25 (0.189)  14 (0.219) 0.1867
2 思う 動詞  64 (0.408)  12 (0.444) 0.1519 2 思う 動詞  47 (0.356)  27 (0.397) 0.3068 2 気づく 動詞  12 (0.091)  10 (0.156) 0.1515
3 示す 動詞  5 (0.032)  4 (0.148) 0.1429 3 見守る 動詞  14 (0.106)  12 (0.176) 0.1714 3 違う 動詞  10 (0.076)  7 (0.109) 0.1045
4 楽しむ 動詞  20 (0.127)  5 (0.185) 0.119 4 楽しむ 動詞  15 (0.114)  9 (0.132) 0.1216 4 言う 動詞  14 (0.106)  7 (0.109) 0.0986
5 関わる 動詞  14 (0.089)  4 (0.148) 0.1081 5 楽しめる 動詞  12 (0.091)  8 (0.118) 0.1111 5 読む 動詞  7 (0.053)  6 (0.094) 0.0923
6 防ぐ 動詞  4 (0.025)  3 (0.111) 0.1071 6 持つ 動詞  13 (0.098)  8 (0.118) 0.1096 6 感じる 動詞  9 (0.068)  6 (0.094) 0.0896
7 感じる 動詞  16 (0.102)  4 (0.148) 0.1026 7 動く 動詞  9 (0.068)  7 (0.103) 0.1 7 入る 動詞  5 (0.038)  5 (0.078) 0.0781
8 見える 動詞  6 (0.038)  3 (0.111) 0.1 8 合う 動詞  7 (0.053)  6 (0.088) 0.087 8 変わる 動詞  7 (0.053)  5 (0.078) 0.0758
9 追う 動詞  6 (0.038)  3 (0.111) 0.1 9 関わる 動詞  10 (0.076)  6 (0.088) 0.0833 9 聞く 動詞  5 (0.038)  4 (0.062) 0.0615
10 応じる 動詞  8 (0.051)  3 (0.111) 0.0938 10 試す 動詞  7 (0.053)  5 (0.074) 0.0714 10 繰り返す 動詞  6 (0.045)  4 (0.062) 0.0606
11 変わる 動詞  11 (0.070)  3 (0.111) 0.0857 11 考える 動詞  9 (0.068)  5 (0.074) 0.0694 11 思える 動詞  6 (0.045)  4 (0.062) 0.0606
12 動く 動詞  12 (0.076)  3 (0.111) 0.0833 12確かめる 動詞  4 (0.030)  4 (0.059) 0.0588 12 伝える 動詞  3 (0.023)  3 (0.047) 0.0469
13 持つ 動詞  16 (0.102)  3 (0.111) 0.075 13 待つ 動詞  4 (0.030)  4 (0.059) 0.0588 13 見せる 動詞  4 (0.030)  3 (0.047) 0.0462
14 気付く 動詞  2 (0.013)  2 (0.074) 0.0741 14 喜ぶ 動詞  5 (0.038)  4 (0.059) 0.058 14 教える 動詞  4 (0.030)  3 (0.047) 0.0462
15 褒める 動詞  4 (0.025)  2 (0.074) 0.069 15 向ける 動詞  5 (0.038)  4 (0.059) 0.058 15 認める 動詞  5 (0.038)  3 (0.047) 0.0455
0歳児 1歳児 2歳児
表 3-3-2  0 歳児・1 歳児・2 歳児への母親の関わりを表す動詞抽出語 
（２）母親の関わりのコーディング 
それぞれの年齢の子どもへの母親の関わりを表す語の違いを確認するために，品詞
を動詞に絞り，特徴づける語を Jaccard の類似性頻度で値が大きい順に 15 語ずつリ
ストアップした。「する」「なる」等の動詞は，どのような文章にも出現する一般的な












られた主な語，そして KH Coder が実際のコーディングを行った集計結果を示す。さ










愛着的関わり 肯定的な関わり 模倣的関わり 直接的関わり 間接的関わり
統制的関わり 省察的関わり 親同士の関わり
 




コードの意味 0歳児 1歳児 2歳児



























































































































































0   (0.00%) 1   (1.52%) 1   (1.56%)
ケース数 27 66 64
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図 3-3-7 2 歳児母親の関わり行動の共起ネットワーク 
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て 5 点述べる。 


















































































第 2 節 0，1，2 歳児の親子の遊びを通した主体的な母親の親育ちへの支援 
 
Ⅰ．母親の子どもの遊びへの関わりの変化 
ここでは，第 1 章第 2 節で提示した子育て中の母親の意識の変容過程の中で，第 3
章第 3 節の子どもの遊びに対する母親の関わりを中心に整理する。そして，母親の振
り返りに，親子の遊びの記録が及ぼす意味について，考察する。 
 まず，図 4-2-1 は，第 1 章第 2 節の 0，1，2 歳児までの母親の意識の変容過程に，
主体としての子どもの遊びの変化と母親の関わり行動を示す図である。 
子どもの遊びは，0 歳児から 1 歳児で，動作としての動きが生まれ，母親からの反























































れる行動を，以下の 5 点について考察する。 




































































































































































ことができた母親にとって大変な労力を要するものである。これは，第 1 章第 3 節の













































































                                                   





第 4 節 今後の課題 
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